
平成 21 年 5 月 15 日 

金 子 和 也 

>>> 安 藝 國
あ き の く に

の 柔 術 <<< 

 

 安芸国
あ き のく に

広島藩における柔術 1）は、旧同藩士によって大正 2（1913）年に脱稿
だっこう

された『芸藩志
げ い はん し

拾遺
しゅうい

』（浅

野家文書）2）の中に、教育・武芸（上・下）の 9項目中、弓 術
きゅうじゅつ

（其
その

一）・馬術（其二）･剣術（其三）・槍術
そうじゅつ

（其四）・水泳術（其六）・砲術
ほうじゅつ

（其七）・棒火矢
ぼ う び や

及
および

狼烟
ろうえん

（のろし）（其八）・練兵
れんぺい

（其九）と共に、最少の紙幅
し ふ く

で記されている。その理由は、以下に示すところである。 

では、その全文を挙げる。3）尚、文中における段落、ふりがな・傍点・括弧書きは筆者が加筆した。 

 

其五 柔術 

当藩柔術の師家
し か

（しけ）は関口流
せきぐちりゅう

4）に築山嘉平、渋川流
しぶかわりゅう

4）に森島求馬 藤井直蔵等
ら

有り、組打
くみうち

には田辺

幾蔵あり、 

此
この

組打は槍術
そうじゅつ

に伴
ともの

うて傍
かたわ

ら之
これ

を教授する所
ところ

にして、単独に柔術組打の一門戸
も ん こ

を張るにはあらさるな

り、 

享保
きょうほう

九（1724）年二月四日矢野新左衛門
ざ え も ん

といふ者
もの

あり、難波一甫
な ん ば い っ ぽ

流
りゅう

4）の柔術に精通
せいつう

せしを以
もっ

て新
あらた

に禄
ろく

六石
こく

三斗
と

と弐人
ふ た り

（ににん）口
こう

俸
ほう

5）を賜
たま

ひて番組
ばんぐみ

6）に採用あり、専
もっぱ

ら門生
もんせい

を教育すへき旨
むね

を命
めい

せられ頗
すこぶ

る盛
さかん

に

行
おこな

はれたり、 

天明
てんめい

五（1785）年十二月広嶋
ひろしま

（島）に於
おい

て大工頭
だいくがしら

徳右衛門
え も ん

といふ者ありて柔術に練達
れんたつ

し門生も頗
すこぶ

る多数

に上
あぐ

（のぼ）るの聞
きこ

えあり、依
よっ

て同門生の内
うち

士格の輩
やから

（ともがら）をは井伊権兵衛
ご ん べ え

之
これ

を引率
いんそつ

して命
めい

に依
よ

り友之丞
と も のす け

公弟 7）の閲覧に供
きょう

せしむ、 

寛政
かんせい

三（1791）年二月友之丞公弟は町廻
まわ

り役
やく

村上逸平か柔術に熟達
じゅくたつ

し、門生も亦
また

其
その

術に精
くわ

しき者多き

を聞き之
これ

か一覧の命あり、 

此
これ

の如
ごと

く柔術も暗
あん

に之か奨励
しょうれい

を施
ほどこ

され、後年
こうねん

矢野 某
なにがし

の門人
もんじん

歩行組
か ち ぐ み

8）小室富右衛門の如
ごと

きは、 尤
もっとも

精熟
せいじゅく

の聞えあり、依
よっ

て門生教育を命
めい

せられ、又渋川流 4）にては崎田勘兵衛といふ者父子
お や こ

ともに該
がい

技術に

精通
せいつう

せしを以
もっ

て、若干
じゃっかん

口
こう

俸
ほう

を給
きゅう

して是亦
これまた

門生教育を命せられたり 後年に至り勘兵衛父子共に罪あり、遂
つい

に誅戮
ちゅうりく

9）

せられ其跡
そのあと

は絶
た

ゆ 

其他
そのほか

に新見基次郎 歩行組 といふあり、同流柔術を能
よ

くす、城北
じょうほく

牛田村
う し たむ ら

に住
じゅう

し官余 10）を以
もっ

て子弟の

教導
きょうどう

に従事せり、 

貫心流
かんしんりゅう

4）にては山中権八郎にして是亦
これまた

口
こう

俸
ほう

を賜
たま

ハり教育に従事せしめられたり、 

其他
そのほか

にも柔術を以
もっ

て採用せられたる者
もの

其数
そのかず

前後頗
すこぶ

る多き所
ところ

なれとも分明
ぶんめい

ならす、要するに此
この

技術に在
あり

ては藩士之
これ

を学
まな

ふ者は概
がい

するに歩行組以下
．．．．．

11）にして、有志輩
やから

僅
わずか

に之
これ

を修
おさ

むるに過
す

きさる情 況
じょうきょう

たり、 

畢竟
ひっきょう

12）柔術は斉
ひと

しく武芸の一部と為
な

せとも剣槍
けんそう

（やり）等
など

とハ其
その

趣
おもむき

を異
こと

にし、軍制上に於
お

て缼
か

くへか

らさる（不可）技術と為さゝ
な さ ざ

るに依
よ

り、13）歩行組
．．．

以上
．．

14）は之
これ

を修
おさ

むる者
もの

稀
まれ

にして、若
も

し之
これ

を修めなば恰
あたか

も

数奇者
す う きも の

（すきしゃ）15）の茶式
ちゃしき

を修練
しゅうれん

するが如
ごと

き感なきにあらさりしなり、 

故
ゆえ

に其
その

師家
し か

に於
おい

ても其格式は 古
いにしえ

より士（侍士）以上に抜擢
ばってき

せらる者は蓋
けだ

し 16）寡
すくな

き所
ところ

なり 

 



 

 

 

背負投
せおいなげ

  

 

 

 

絹擔
きぬかつぎ

  

 

腕敷
うでしき

 

米岡稔『撃剣柔術指南
し な ん

』（明治 30 年、東京圖書
と し ょ

出版合資會社
かいしゃ

）107 頁・122 頁・125 頁（挿絵） 

（国立国会図書館 近代デジタルライブラリー http://kindai.ndl.go.jp/index.html） 

 

1） 広島県史では、柔術を「柔術は、組打
くみうち

・和
やわら

・シボリなどと同種の武器を用いず相手と戦ったり捕縛
ほ ば く

する技で」あると説明しており、

明治期の有馬純臣の著した『通俗柔道図解』には、「柔術は武器
ぶ き

を用
もち

ゐ
い

ざる敵
てき

又は武器を携
たづさ

ふる敵に向つて、全く武器を用ゐずして

戰
たゝか

ひ、或
あるい

は短
みじ

かい武器ばかりを用ゐて長
なが

い武器を持つて居る敵
てき

と戰ふの術である」とし、「我國
わがくに

の封建
ほうけん

時代
じ だ い

では、柔術、體術
たいじゅつ

、和術
わじゅつ

（やわら）、捕手
と り て

、小具足
こ ぐ そ く

、拳法
けんぱふ

、白打
は く だ

、組討
くみうち

、手搏
しゆはく

（てうち）、柔道等
とう

の名
めい

稱
しよう

で一種
いつしゆ

の武藝
ぶ げ い

があつた、これ等の中
うち

には、名
な

は違
ちが

つても其實
そのじつ

は極
きは

めて相似寄
あ い に よ

つたことをするのがあり、又は同
おな

じ名でありながら主
しゆ

とする仕方
し か た

の違
ちが

つたのもあつた、彼
か

れ是
こ

れを判然
はんぜん

区別
く べ つ

すること

は出來
で き

ぬけれども、捕手
と り て

、小具足
こ ぐ そ く

は人を捕縛
ほ ば く

する術で、柔術、柔道は人を投
な

げ殺すことを 專
もつぱら

らとし、又拳法
けんぱふ

、白打
は く だ

等は人を蹴
け

り又

は突
つ

くことを主とする位
くらゐ

の差別
さ べ つ

はあるものでる」と述べている。又、明治末期の『国民百科全書』には、「柔術は、六藝
げい

の母と云
い

ひ

て、武技
ぶ ぎ

たる弓
きゅう

、馬
ば

、劍
けん

、槍
そう

、銃
じゅう

、砲
ほう

の六科を生ずる基本なり。何となれば、六藝何
いず

れにても、柔術の素養
そ よ う

なければ熟達
じゅくたつ

せざれ

ばなり。」とし、柔術の諸科には、「坐取
ゐ と り

、立合、中段、要門、坐
ゐ

要門、離れ形、柄捌
さばき

、無刀
む と う

取、居合
い あ い

も柔術に屬
ぞく

す。」とあり、「居

合は別に撃劍
げきけん

に屬するもあるなり。」としている。『広島県史』近世 2 通史Ⅳ（昭和 59 年、広島県）1189 頁、有馬純臣『通俗柔道図

解』（明治 38 年、岡崎屋書店）3頁～4頁、勝永德太郎『国民百科全書』（明治 43 年、尚文館）4頁（国立国会図書館 近代デジタル

ライブラリー http://kindai.ndl.go.jp/index.html） 

2） 『芸藩志拾遺』は、広島藩最後の 12 代藩主であった浅野長勲
ながこと

が、明治 29（1896）年に旧藩士橋本素助
もとすけ

・川合鱗三
りんぞう

に調査・編纂
へんさん

を委

嘱し、幕末嘉永
か え い

6（1853）年 6月の米艦浦賀来航から、維新政府による明治 4（1871）年 7月の「廃藩置県」に伴う同年 10 月の元 11

代藩主浅野長訓
ながみち

の東京貫属
かんぞく

までの 19 年間に及ぶ広島藩の事蹟を記録した『芸藩志
げいはんし

』（全 151 巻、附図 1巻）と併行
へいこう

して、藩政常務の

沿革を編修目的とした全 24 巻に及ぶ史誌である。 

尚、先の編者の一人、川合鱗三は、藩校の助教を勤め、廃藩後は内務省に奉職し、後に栃木県書記官まで勤め、辞官後に橋本と共

に『芸藩志』の編纂を委嘱されたが、明治 33（1900）年 5月に 63歳で没し、その後、橋本を主任として、同じく旧藩士であった水

山烈・横佩
よこはぎ

大二郎・脇本譲吉・長尾尚六ら 8～9名が編纂を委嘱され、明治 42（1909）年に『芸藩志』が脱稿された。又、これに引

き続き 4年を要し、大正 2（1913）年に編修されたのが『芸藩志拾遺』とされている。『広島県史』近世資料編Ⅰ（昭和 62 年、広島

県）11 頁・24 頁～25 頁（解説） 

3） 『広島県史』近世資料編Ⅰ（昭和 62 年、広島県）699 頁（『芸藩志拾遺』第十九巻 教育 其四 武芸上 其五 柔術） 

4） 広島藩における柔術の流派は、①関口流・②渋川流・③難波一甫流・④貫心流が『芸藩志拾遺』によって伝えられている。 



尚、番組に抱えられた矢野新左衛門清忠は、難波一甫流二代の師家である。渋川流の森島求馬は、シボリの師家でもあり、組打（組討
くみうち

とも）・和
やわら

では田辺幾衛（本文の幾蔵と相違するかは定かでない）の名が知られている（『芸藩の武術家』）。又、文化 3（1806）年

には歩行
か ち

の小室伊太夫
た ゆ う

（利用）が難波一甫流四代の矢野徳十郎から免許を得て、西地方
じ か た

町の宅内に道場を構え藩士とその子弟に柔

術を教授している（『広島市史』第三巻）。又、本文中段の小室富右衛門は、利用の子であり、本文後段の山中権八郎は、細呑空（僧

侶か）の高弟
こうてい

で、司箭
し せ ん

流取捨術を以って門生教育に従事した。『広島県史』近世 2 通史Ⅳ（昭和 59 年、広島県）1189 頁 

5） 口俸、即ち 2人扶持
ふ ち

（ぶち）（口糧
こうりょう

とも）の意であろう。1日当り 2人×5合（750ｇ）＝1升（1,500ｇ）を玄米で支給する本俸（扶持米
ふ ち ま い

・

録米・俸米とも）であるが、実際の支給は、一人扶持は月に玄米一斗五升（1.5 斗×15 kg/斗＝22.5 ㎏）の割合（30 日×5 合/日＝

150 合＝1.5 斗）で、毎月割引くことなく支給されていた。『広島県史』近世資料編Ⅰ（昭和 62 年、広島県）697 頁、朝尾直弘＝宇

野俊一＝田中琢編『日本史辞典』（1997 年、角川書店）、広島県史』近世資料編Ⅱ（昭和 51 年、広島県）解題 47 頁 

6） 足軽。歩行
か ち

（徒士・徒歩・従とも）以下で、小者
こ も の

（小人
こ び と

とも）より上位の藩士。 

7） 時の 7代藩主浅野重晟
しげあきら

の弟で、前の 6代藩主宗恒
むねつね

の四男、浅野長包
ながかね

（長芳、友之助、生歿
せいぼつ

不詳）であろう。 

尚、重晟は、明和
め い わ

7（1770）年 10 月に郡
こおり

奉行に命じ「社倉
しゃそう

法示教書」を頒布
は ん ぷ

し、社倉（天災などによる窮民
きゅうみん

救済のための米・麦

等の貯蔵庫）設立を奨励し、天明
てんめい

元（1781）年には、城内二之屋敷に藩学問所創設を企図
き と

し、侍士・歩行
か ち

は言うに及ばず、下位の陪臣
ばいしん

（又家来
け ら い

）や農工商の子弟らも出席を許可するよう取り計い、翌 2（1782）年から頼春水
しゅんすい

（弥太郎、山陽
さんよう

の父）・香川南浜
なんぴん

（脩蔵）

を儒臣
じゅしん

に登用して学問所（修道館の前身）を開設した。『広島県史』近世 1 通史Ⅲ（昭和 56 年、広島県）1246 頁～1247 頁（付録一 

近世大名家略系図）、『広島県史』近世 2 通史Ⅳ（昭和 59 年、広島県）6頁・1031 頁～1032 頁・1188 頁～1190 頁 

8） 侍士
さむらい

（歩行以下を統率し、騎馬
き ば

を許され、100 石以上の知行
ちぎょう

取を原則としていたが、幕末頃は切米
きりまい

取が多かった）以下で、足軽 6）・

小者より上位の藩士。『広島県史』近世 1 通史Ⅲ（昭和 56 年、広島県）159 頁・160 頁 

9） 死罪に処す。 

10） 官用
かんよう

（公務）の余暇。『広島県史』近世 2 通史Ⅳ（昭和 59 年、広島県）1189 頁 

11） 即ち、主として番組 6）の足軽・小者以下の軽輩
けいはい

で、且
か

つ一部有志が柔術を学んでいた。同書同頁 

12） 究極には、最終的には、終
つい

には。 

13） 柔術が武芸の一種とはされたものの軍制上必須の技術とは見做されていなかった。『広島県史』近世 2 通史Ⅳ（昭和 59 年、広島県）

1189 頁 

14） 即ち、侍士 8）で柔術を修得する者は稀であった。 

尚、侍士は馬
うま

廻
まわり

組と小姓
こしょう

組に分けられ、馬廻組は「番方」とも言い、知行
ちぎょう

高も多く格式も重んじられた。小姓組は実際の政務に携

わることが多く、「役方」とも称し、幕藩中期以降になると藩政の主導権を握る役方も現れた。何れも幾つかの組に編成され、組頭
くみがしら

や物頭
ものがしら

・番頭
ばんがしら

の統率下におかれ、出処進退
しゅっしょしんたい

など全て各頭を通して行われた。広島県史』近世 1 通史Ⅲ（昭和 56 年、広島県）159

頁・160 頁 

15） 物好き者、変り者。即ち、歩行組 8）以上の侍士が、柔術を習得しようものなら、忽
たちま

ちにして数奇者として蔑視
べ っ し

されたと言う意で

ある。 

16） おそらく・多分・思うに。 

 



 

脊負投
せおいなげ

 

 

天狗勝
てんぐかち

 

山本柳道齊源正道『簡易柔術實用形』（明治 40 年、藤谷崇文館）59 頁・69 頁（挿絵） 

（国立国会図書館 近代デジタルライブラリー http://kindai.ndl.go.jp/index.html） 

 

 

 

 

 

背負落
せおいおとし

 膝車
ひざぐるま

 

 

裏投
うらなげ

 

有馬純臣『通俗柔道図解』（明治 38 年、岡崎屋書店）59 頁・89 頁・108 頁（挿絵） 

（国立国会図書館 近代デジタルライブラリー http://kindai.ndl.go.jp/index.html） 
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